
大好き!! 
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絶対に勝つ！ 

先日、５歳児が遊戯室で誕生会をしている間に、４歳児の子ども達から「追いかけっこしよう！」と誘われ、園

庭のトラックを使い運動会バージョンでの追いかけっこが始まりました。いつもは５歳児がリレーの練習をしてい

るので、周りで遊びながら５歳児の走る様子を自然と目にしていた４歳児。今がチャンスと言わんばかりにトラッ

クを独占して「大きい組さんみたいだね！」と何回か走るうちに、いつしか保育者 VS 子どものかけっこに・・・。

体を存分に動かすことの楽しさを感じられるように、子どもが勝つよう加減していましたが、保育者が大人げなく

本気を出すとこんな駆け引きが・・・。 

子ども「○○先生はここ（子どものスタートラインの３ｍ位後ろ）からスタートね！」 

「○○先生（男性）はここ（もっと後ろ）からだよ！」 

保育者（１回戦は自分たちよりも前からのスタートでいいヨ！って余裕の表情だったのに( *´艸｀)） 

ところが、ハンデをつけてもなかなか勝てない子どもチーム。すると・・・。 

 子ども「ちょっと！真ん中組集合！！（トラックの中央に集まり何やらヒソヒソと相談）」 

 子ども「先生たち、もっと後ろからスタートね！ここからだよ！」 

 保育者「え～っ⁉そんなに～💧」 

何度も走った後で、さらに長い距離を走りヘトヘトの保育者に見事勝利し、ご満悦の子どもたちでした(*^^)v 

 

 相談して友達と気持ちを合わせる姿＜かかわる力＞、ハンデの距離を長くとれば勝てる！という距離の感覚＜学

ぶ力＞が、４歳児の中にも育っていることを感じた場面でした。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

「健康な心と体」「言葉による伝え合い」「思考力の芽生え」「数量

や図形、標識や文字などへの関心・感覚」の一場面です。 

ねらいを定めて～！ ５歳児 忍者になってミッションクリア！ ４歳児 

さくらんぼちゃん、

見～つけた🍒 

     ３歳児 

運動会練習の様子 


